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現代韓国の風水説

野崎充彦

ー．はじめに

バルセロナオリンビックにおける韓国勢の活躍は記憶に新しいところであ

るが、なかでも圧巻は、森下選手とのデッドヒートの末に劇的な勝利をおさ

めた、男子マラソンの黄永詐選手であろう。1936年のベルリンオリンピック

では孫基禎 (1912~ )選手が俊勝したものの、植民地統治下にあったため

日章旗をつけて走らねばならず、ニュースを報じた東亜日報は孫選手の胸の

日の丸を（恰も、1910年に石川啄木が地図上の朝鮮をくろ ぐろと塗りつぶし

たように）消した写真を掲載し、朝鮮総督府によ って無期停止処分を受けた。

この、謂わゆる日章旗抹消事件は、いまだに韓国人の脳裏に鮮明に焼きつい

ており、黄選手が俊勝した瞬間、韓国人アナウンサーが 「56年間の恨がいま

晴れました」と叫んだというのも宣なるかな、なのである。

貧しい海女（あま）の子として生まれた黄選手は一夜にして民族的英雄と

なり、国家より与えられる終身年金は勿論のこと、国内の有名企業や資産家

たちからも功労金の授与が相次いだのであるが、その中に一つ風変わりなも

のがあった。黄選手の祖父が眠る墓所（江原道三捗郡）の地主が、マラソ ン

俊勝に気を良くし、簗所および周辺の林野百坪を寄贈したというのである。

法務士（軍法会議の裁判官に任命された軍法務官）を努める千日星 (53)氏

が、「黄選手のお爺さんの墓所が明堂であったからこそ金メダルをとれたの

ではないか。また、これからも黄選手が成長しようとするなら明堂の陰徳が

より一庖必要になると思い、この土地を寄贈することにした」というのであ

る。（朝鮮日報 92.8. 12)。

この明堂とは、本稿で取り上げる風水地理信仰にいう吉地を指すものなの

であるが、では、その風水とは何か？

(1) 
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二．風水地理信仰について

風水地理信仰とは、極めて屯純にいうならは、大地の中を流れる「気」

（一種の生命エネルギー）の集まるところを明堂（吉地）とし、そこに生者

や死者か住まうこと（前者は1湯宅、後者は陰宅と呼はれる）によって人問界

の僻闊を得ようとする、占代中国に発祥した民俗信仰である。

風水という用点は、晋の郭撲 (276----324)の 「葬経Jに初めて見えるとさ
れる。

経に［lく、気は風に乗すれは散じ、水に界せらるれば止まる。古人はこれ

をして散せしめす、これを行かして止まること有らしむる。故にこれを風水

という。風水の法は水を柑るを上となし、風を蔵するを次とす。 l

つまり、大地を流れる 「気」の脈は通常、山の起状に従って移動するので

あるか（これを龍脈という）、河川などの地形に影評され、散ったり集まっ

たりする。そこて、この 「気」 かうまく衆散する（蔵風得水）地をさかし求

め、それを明常として重んじるのてある。明堂の典型的なものを挙ければ、

図 lのようなものになる。2:（図 1)

l宗111

明堂

外［11.尤

洲111

内ft龍

外，＇inu

[ l~l 1 J 
そこに見られる風水ll]語の糸Ill々 しい品明は省略するか 1、'駐するに、中

国の比御lから龍脈を通じて流れてくる ，気」を河川のウインで一ll止め、

贋 ・庫 ・朱布・ 幻武の四神に比＇追六れた 111（あるいは丘陵）によって保

つことのできる地を1リl党と云い、そのような地に l城や住宅・ ii地などを設

．
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けれは幅を得ることかてきるというのである。村落風呆的に言えば、背後に

は邸めの山か北風から村を守ように立ち、左右には穏やかな山や丘陵がうず

くまるように村をつつんて前面には静かにト和曲する川が流れる、ちょうど

「h'ii［一曲 村を抱いて流る」（「i［村」）と、杜甫が詠じたような情娯を思い
うかへればよいだろうか。一己―で云うならば「背山臨水」ということになろ

つ 4 0 

風水のもう一つの特徴は、その類物感応信仰である。風水においては、 Jj

物は「気」の所産なのてあるから、物の形状はそれを形成する「気」の作用

に従うとされる。逆に再えば、そこを流れる「氣」かどのような属性を持っ

ているかは、その物の形から判断てきるのてある。そこで、明堂とUされる

地の形状を見て、臥龍形とか鳳凰形とか、あるいは仙人舞袖形や将軍大坐形

とかいったおめてたいネーミングか施され、それに関述する福を学受するこ

とのてきる占地として格付けかなされるのてあるか、その種類は大変多く、

パラエティに‘｛灼む。

朝糾においては、この風水信仰は辿く 三国時代から流布していたとさ

れIlヽ I均脱 ・作：Vl時代には[XI識 (r,Ii) と結ひついて国政に深刻な彩評を

りえたことはよく知られている。‘l;・壌 ・開城 ・ソウルといった古のE城の地

はすへて例外なく、風水説によって定められていたのてある。このことは単

なる如品や困い仏えなとてはなく、 「凶脱史」や「朝鮮 •F．朝実録」といった

国火のiE史の膨人なjitにのぼる」、．．や1h．卜たちの風水命成の記述に確品てきる

ij戊てあり（囚みに、中国では，ii史における風水の叫述はさほと多くはない）、

t¥ l怜代の土陵や{j}）な -:I•人人たちの位所の殆と仝てか風水を考慇して造

られた（いことからも、そのル野の深さ人・きさか理解てきるてあろう。

'［1,面にあげた位選手の明堂裕地が賠のエピソードも、このような朝鮮の風

水の伝統上にあることは揺う までもない。本秘は視代に化きる様々な風水説

の俯職を通じて、伝統的な風水品との具同や視代韓国における意義を考察し

うとするものである。

三．風水説の諸相

以卜のれにおいて、現代韓国における見られる風水品を取り上げていくの

であるが、その前1こ、本祇の準備のために参照した」；な汽料を紹介しておく。

・「水脈と風水』 林応承 1986年 ガlAJ出版社
者はカトリックの神父 林神父の活動については後に詳しくふれる。

(3) 
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・「韓国の明堂」 金虎年 1989年 束学社

韓国［ナl報の記者か女性週刊誌に連載して反愕を呼んだものを刊行した

の。村山智順の r朝鮮の風水」や前記のヤK脈と風水」のほか、品
・れらしく「街の風虚」を丹念に取りあげている。

・「韓国風Ik思想史研究J 李拶U 1991年 日記社

90年に炭北大学に提出された hり：l：学位玲文を出版したもの、 ど•者は58

年生まれの地理学者。風水の体系的研究1りとしては84年，こした崖昌詐

氏の r韓I・郎の風水，思想」に続くもの。巻木，こ付された119項目にのぼ
る風水帥にたいする竹問lifiが興味深い。

・「新韓国の風水1 m洩/l1i 1992年 東料．

中火経済新聞に 「新風lK地PI！紀行」として辿載されたもの。現役の風

水帥として活H(！する柳蹄根氏 (79年より ソウルで風K研究団体である
Fl！数学会を主催）に随行して全I団を巡った記録。フ ロの風水師による
詳細な風水糾釈が売り物。

これらを見ても、視代韓lffiにおける風水ヽの関心が生半可なものでr＇ こと
が分かろう。これらの他、下者の講説する朝鮮日報に掲

liも適i[i}|lllする。

（一）視代 Iウルの風1]¥

1た＆~

・ソウルの銀l4ふと称される1リ1討にある1リ1加J¥’肝＇堂， t、騒がしい都心にのつ
て1JI↓'ffiなゴシック f~様の (llli庶を誇つ 、 韓困姑 人にし J礼も古い賑史を持つ

(1898り公成）犬l:教の咽況である＇ヽ 、これには火＼ような話か 。 この

咄：；［はもともと1リl党の地にあったのししbる4ヽ 虹＼ i.:1....1登母病院が廷、され，＿
たも、1，湘院が1りl'党の池の1--:iねっこを押さえ:J,)るJt9Cなってしま .. 』;.:.。その

糾凍、人ll散が11||5」1であった点郷新llllが経営危隈に陥って ＼Iに渡った・ー、
人l，教の史送などが生じたのであると。

・n:I 、 •I ，ンル 1 I Llt郊の．ltl和1」のふもとにあ iつ いせ領官邸であるi~'瓦も，

あitりIJ曳よ ったl也に位．i[lするため1
の利; '~、 人統値をはじめと J• -

いのし、bつと。
・漢ii．．のII1洲にあり、ソウルのマ”‘ツ

む,.応li常＼•_)Oh1日放送公tl: （K B S)、それ，i

れる汝加：•JI1鴻＼，..) IRi lti マンン n ン 1:lか立ち、ll心、 I I

形局とな．

ーとか

1‘品に 9..、
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江をはぺらせながら夕日に染まってなかなかの壮観を呈するのであるが、こ

の島はソウル市の中心から見ると、太陽や月の沈む西方に当たるため吉なら

ずという。尤も、汝牟 (o拉斗）を如意 （O拉叫 ）とが音通なのをかけ、何事も

意のままになる所とみて、政治家にとってはむしろ吉とする見方もある 7)O 

• 韓国有数の国立大学として知られるソウル大学は、 その激しい学生運動

を嫌った朴正熙前大統領によって、75年にソウル市南郊の冠岳山の山裾に移

転させられたといわれる。冠岳山はその峨峨たる山容から、古米より風水に

おいては火の山（火星形）とされる悪山で、そのため市内の数福宮では火災

が絶えず、それを鎮めるために水壺を山のあちこちに埋め、また水獣である

ヘッテ（獅子に似た一角獣 善悪を判断する力を持つという想像上の動物）

の像を景福宮の正門である光化門に置いて厭勝（魔除け）を図ったという有

名な風水説話で知られる (8)。現在、全羅道の光州市にフランチャイズを持

つプロ野球チームのヘッテ ・タイガースのヘッテとはこの水獣のことである

が、あるいは80年の光州事件のような争乱が再発しないよう、密かに脱みを

きかしているのかも知れない。

それはともかく 、このような悪山のふもとに将米国家を担わんとする柄気

に満ちた青年を集めることは決して好ましいことではないというのである。

筆者自身も75年に移転直後のソウル大を訪ねたことがあるが、冬のはじめで

もあり、西北の風の吹きすさぶキャンパスは荒涼としていて一l凶寒さが身に

沿みたことをおぽえている (9)o 

上にみた風水説に共通なことは、いずれも宗教界 ・政界などの社会状況に

絡んだものであるということである。そこには韓国社会の現状に対する強い

批判意識があるのだか、これはまた、古米より政治と係わることの多かった

朝鮮風水の伝統でもあろう。それをより端的に示すのが、次にみる政治家に

関する風水説である。

政治家にまつわる風水説には陰宅風水（墓所）に関するものが多い。つま

り祖先の墓がこれこれだったのでチ孫にしかじかの結果をもたらしたという

ものである。

・手渚善四代大統領（政権期間60.8,.....,62. 3)の先螢（先祖の経）は「瑞龍

上天」形の明堂（忠清南道牙山郡所在）として知られているが、これには典

型的ともいうべき風水説話が伝えられているので一瞥しておこう。
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が大統領の何代か前の井某は議政府（李朝時代の最高政策決定期間）の要

戦を務めたほとの人物であったか、党争により落郷（都落ち）、片田舎で善

政を施して人々の信望をあつめていた。手は間もなく亡くなり、一家は没落

したか、その f息はよく父の教えを守って経らしていた。ある日、市場から

の帰り道、路傍て病いに苫しむ乞食俯を助けて、しはら くの問世話をしてやっ

た。やかて、 JC氣になった乞食僧は別れの[lに、お礼として明堂の地の所在

を教えた。それは、かのモ辰倭乱（秀吉の朝鮮侵略）のときの名将李舜臣将

軍の硲所の公手にあたる地てあった。

旅の乞食僧をもてなし、返礼として明堂の地を授けられる型の説品は朝鮮

に多い。車犬格 0556.....,1615)の「li山説林J巻五の李成桂か旅の僧（実は
無学大師）からB)）堂を得る話の他、李朝後期の没文説話集r,if邸野談」巻一
の「占占地魚遊石函」nや舌きり雀の類話として知られる 「典夫伝」をバン

ソリ化した「朴打令」など、同様のモチーフを持つものは多い II。これら

には、 rf:j麗の太中flE建か風水（麟洗から新しい E都の地を授けられたという
「高脱史」巻頭の有名な叫述か彩を落としていよう。

直紐ィキリスの工シンハラ人卒。 上海て独立述動に参加、解放後朝鮮

に加ってソウルrli長を経、 60年の四J1革命後に大統領に就任するものの、朴
J「熙らの軍 liクーテタをn午し、 il咄独裁政桁の長期化を招いた。79年の朴人・

統領暗殺＇ド件後は全 ・ト喚政楕に協力的な姿勢をとり、 一応安定した地位を占

めている。波乱の多い韓国政冶家の中ては、その地位の高さを思えは、まず

まず無難に切り抜けてきたほうであろ・
つ。1．にみた‘}氏の明常品話は、そ

れも先焚の余沢たということを点ろうとするものたろうか。

・朴ザ煕大統領を暗殺した令I&和Il央枯報部長の父親の経は、「飛龍 L大」
形の11JI常てあった。このような飛禽類を名に持つ形局には、屯;ltのあるイl材
建築物なとは避けねはならないのであるが

、金載 lかt'i報部Kに出世してか
ら¥Il派な経イ高を設けたため、それか.

吋'i]か七[l後にあの1i（牛か起きたのて
ある。

飛禽類型の開l常にイ1材類の施没を没けると ~rl.:
t1とするのはよく云われる。

例えは、全 1喚十一代大統領の父f:｝の経は
「Kil叫抱卵」形なのて、経の造成

後、令大統領は一糀出世することができ
たのてあるか、公雄なイ．I築物をirtい

たために（鳳凩が卵の壊れるのを恐れるので
）チ孫は繁栄しないのたと (92)

というのもその一一つてある

以に見てきた1貞l水品の多く（いや
、全てがというぺきか）は、勿品、結

(6) 
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果論に過ぎない。 これこれの因果によ ってしかじかの/YTL心か化まれるという

のか、風水説の某本構造である以上、それは刈然の帰粘であろう。市要なこ

とは、それか結果論かどうかということではなく 、風水a況によって何か点ら

れようとしているのかである。人心の赴くところ、また風水説も付き従うの

てあるから。

（．．）断脈説話の行）j

副•E]に留学経験のある人ならは、 風水に関心があると否とに1刈わらす、 — 

度やこ度は必ず耳にするのかこの断脈説話てある 断脈品話とはいかなるも

のか？

かの悲名高き朝鮮総腎府か、植民地統治ドにある朝鮮人民の収抗を恐れ、

「将軍出陣形」だとか「II忍龍昇火形」たとかいうような、L<hいの指井的人材
か'I-．まれそうな明常の気脈を断っため、大きな鉄村を地I|！深く打ち込んたり

わざと道路を付没したりして、風水的厭勝を図ったというものである ソウ

ルあたりて下者かよく 1廿lかされたのは、娯福向の前i（りを辿るように総腎9付の

建物かあるのは、f.a I山か ら流れ米る奴脈を断っためだとか、南山に削惟‘（神
社を設けたのもソウルを威｝Jせんかためてあるというものてあった

この断脈説話には原型かある。乍朝時代の抒名な l：人人である令爪喚＼1690

-1765) の著に『択用誌』という 内物かあるか、 これは l•大火にとっての狸

想的な住届の地を求めるために，りかれたものて、 ごI・年にわたる乍屯喚「I身

の放浪生活と風水説か反映された異色の地理内である。この内のl襄尚道篇の

善山の所にこういう話が品されている。

善由は……もっとも柑iり］穎秀、故に諺に[Iく、朝鮮の人オ半はは硲南に

あり 、 嶺南の人オ半はは一善（袴ll I ) にありと。故に 11 ·1 より文学の l • 多し。

モ辰のとき、大将 （中国の将軍）のここを過くるあり、術 1:、外国の多オな
るを忌み、兵卒をして邑後の脈を断たしめ、熾炭もてこれに灸し、Hつ人鉄

柱を挿し往く。これより人オ哀誦して出てず。

一砒して分かるように、先に述へた「J帝下の断脈品話と殆とluJ1ガull]なので

ある。そこで私は、この種の断脈説話というのは『択甲誌』の焼き直しにす

きないと思っていた。ところか、総腎府による断脈行為をul「明する物1祉か発

見されたというのてある。

85年 3月251lに或る山岳会か、 ソウル近郊の北漢山白虚台のJ.fil：から、l・l

帝か打ち込んたという長さ40cm 径25cmの鉄柱22本を見つけ出した。はじめ

(7) 
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この鉄柱について、禎1Jfitのための三角点椋示であるとか、単なる方位
あるとかいう説も唱えられたか、いずれも不規則に打ち込まれた鉄往の説明

には適せずとして退けられた。しかも、伯一民地時代に鉄住を打ち込む日本｝

たちを見たという、 80オの老婆や、 1943年に開城（高麗の口Pヽ

として知られる）の松岳に鉄往を打つ作業に、笞官と して従事したことが 2

るという元笞宜二人の「証人」まで現れ、日帝断脈説は殆ど確定的なもの r;...

されるにゼったのである (13)0

このことを知って、私は断脈説話に似たもう一つの話を思い出した。昨年

(91年）の12月に台簡を訪れ、現地の抒名な風水師である 氏にあちら

こちらに案内してもらいながら話を聞く槻会に恵まれたのであるが、台箔南

端の↑韓や即州）j面に行ったとき、日本による硝民地時代、日本軍と原住民

が武）J衝突した4.l;J・‘}t1：事件があ 9)、:UlE後、日本人が原住民を

に建てたという 1.'I虎鞭と俗称さいる培を見た。この塔ド

、叫派を抑えて台簡人の気勢を殺ぐのがU的であるというのが、煕氏
.. JJ'-JSった (1910 

紐と風JK塔、手段は沢なるが、どちらもそのH的はlnlじである。こ
についてどのように名えればよいだろうか？

したもので、植民地統治政策としてt1的．意識的かつ紐紐的に行

馴。もう一つは、 El本帝国暖に対する反印惑ti]の産み出した共Ih]幻想と

る見）jなのであるが、今のところ、どちらかーガに軍配を

か薗邸足の卜ぶが否めないように思われる。より広範囲な地岐におI

例や裏づけを収jしする必i!.iがあるだろう。そのJ:で改めて論じることにし ii... 

、，つ

し、

、゚し1枷、抑えつける話として、一つ付けIJIIえてお
‘° にあヽつ、閑 I：団の梨師殿に安l代されてい

の 1：でなく 、地liIiの 1：に直接l代かれてい

て流れ11ば1ている気脈を抑えつけ、日本の

ぅIU)o j隣 111に発した気脈が、［り間でl
山に辿なり、そこから汁れを渡っ

r拇叫J1.11水の条にある説でl
の気脈が通じているという：l：細、4r.W』＂し代の n料には↓↓られな lヽ
る。坦1」、Iiの11本への気脈.L;々 の話は、比較的新しい時代にけiみ出されf-

iPll』内面

ヽ 93

ヽ

であ 9̀： 

-

)

 

•— 
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（三）・神父の風水

ダウジングと呼ばれる水脈探知の方法がある。東京都の水道局で実際に使

われているという話をどこかで聞いたことがあるか、針金のような棒の二又

に分かれた方を持ち、地面の l：を静かに移動すれは、地ドて水道行か破裂 し

ている場所に当たると、棒が微妙に反応し、水漏れの筒所を発兄てき るのた

そうてある。眉唾のような話ではあるか、科学的な根拠もある という。と い

うのは地球の重力はどこでも一定というわけてはな く、地竹によってかなり

変化するらしく 、例えは、地球を周回する人t衛根も常に同じ高さを飛んで
いるのではなく、山岳地帯を飛ぶときと大洋上を飛ぶときとではその高度か

異なるという。とすれば、人T^ 衛星は地球をクウシンクしながら飛んている

とでも言えようか。角や触角を持つ動物や昆虫が水のありかを知ることかて

きるのも、同じ理屈だそうである。

ここに紹介する林応承神父は、我々がいうところのこのダウ ンンクを行う

のである。まず、林神父の経歴を見ておこう。

林神父は1923年、今は北朝鮮（朝鮮民主々義人民共和国）に｝属する黄海道

の生まれ。 1937年頃、通っていた神学校の朝鮮人神父が懐中時計で水脈を探

し出すのを目のあたりにしたのかきっかけで、自分ても始めるようになった

という。因みに、この朝鮮人神父は懐中時計を垂らして水脈を求める方法を

フランス人神父から学んだという。西洋では、先ほどから述べているダウ ジ

ングはかなり古くから知られているようで、岩を打ちつけて水を出したモー

ゼの杖もこの類だとされ（弘法大師空海にも類話あり）、中世以米、数多 く

の文献に記録され、ゲーテの「ファウスト』第二部にも見えるもので、ベト

ナム戦争では地雷探知にも活用されたという 16)。 フランス人神父が伝えた

というのも、おそらくその流れを汲むものであろう。

以後、林神父は自分なりの方法を工大し（神父自身は糸に垂らしたおもり

を使用している）、水脈探しに励み、晒を伝え聞いて水脈探しを頼みに来た

人々のために、厭うことなく出かけては「神秘のおもり」を垂らして歩くよ

うになった。 1978年の干魃の際には、牒業用水のために二百二十箇所余りの

水脈を探し出したという (171。その他、聖堂のための地下水は勿論、江華島

の伝燈、平のような仏寺や腹州国立博物館、それに建国人: . 徳成女 f•大 ・ 棺国

人→・カトリック大といった大学や馬山や釜山の工業団地といった様々な施設

のために水脈探しを実行してきている。なかでも印象深いのは、北朝鮮との

国境付近の前線に駐屯する陸軍8276隊のため、1979年に行った高地における
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水脈探しである。通窃、水は低きに流れるものであるから、低地で水庶を

すのならばFl！解できないこともないか、この場合のように山上で、しか5堅

ぃt；盤の卜を流れる水脈を見つけだしたというのだから(aJとも不思議なこと
である叩0

以 l．．．のことから、林神父は！nなる布教のための手段として水派探しを行っ
ているわけではなく 、も しろ「麻国強兵」政策に積極的に参与しているよう

にb見えるが、その裡にはクリスチャンとしての熱烈な信仰心があること'4
ム・.うまでもない。そのことは彼の水脈観からも伺える。林Fよこよれ，0 ヽ

初、神が混沌のさなか大地を辿ってh・空を設→、それによ って如てられた→・
空中の水（水蒸氣）や地ド水も、本米一つの神によって祝福された水と見

！、―.のこと1.1体が取りもttiさず信仰の告白でもあるというのである。また、
副 I~ は Ii殻 r『f果を生みだす！nt}遠な水脈に恵まれた国であ 、り也のどの

：賦の•·ir Mi'.である神に t沿hi された（月だともいう 。 91t...、コー リアン ・ カ

トリックのI(Iil‘l趾KIIといったとこるであるう。

比`‘.,Kh1l父の水脈探しのもう一つの特徴は、それを人体に応用したこと一

,.る。 卜木神父によれ，し、地ド水には乾水（地ドにi心みこんでは乾いてLまつ
K)と生水（池卜粽、人、l、し'{の水脈を形成する水）とがあり、

に水の{lt給を受けようとJ.5強烈な1:1己述動力があるた 、
ーるものに対して破壊作lllを及ぼすというのである。そッi...＼ヽ、 •K諒の

、七の上に住l,f;したりするとIj;tl村不明の病い1.:.“しむことに
なるという、林神父の 、；~: r水脈と風水』（第咽！
.;..'fぶk例が数多く)ドげられているが、繁雑なのでここでは割愛す~-とに

・ろ。 やが 、神父は人の身体を大地に↓↓立ー

める部位を，ぶIりIご

である。

で{,.:i な悩みに触れ

とに紐付

でいくことになる。本脳の＼・・luJiで述

・ちに、林神父（

、つし にヽI

ぃ＝9KI,！})と胚む（死;,・の{l浪し、＝が）かあO“‘

れたtll先のピ骰 ('I:})のi
1,、流れてAt嘩！脈の「奴」はこ
とされるからである。これを「Ii~気砥応」と

＇`！l;の位沢は1N1:.,1さのll‘'iりのよ しヽliidのl：と

10 

ぶヽ力
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水捌けのよい地なら、祖先の亡骸は順調に美しい骨とな り、f孫に幸福をも
たらすと信じられているからである。中国では、筵所予定地の地質を見るた

めに、予め豚の骨を埋めてその変わり具合を調べもしたと伝え られる (19)0 

従って、埋葬後、棺の中の追体に樹木の根が絡みついたり、水に没かってい

たり、甚だしくは蛇の巣になっていたりというような不手際をすれば、子孫

には直ちに恐るぺき災厄が降りかかるとされ、このようなポ態は何としても

避けねばならない。中国や李朝時代の士大夫の冠婚葬祭の典股としてし知屯さ

れた『朱子家礼』の聞喪 ・奔喪 ・治喪の条には程チらの説を引いて、事細か

な注意事項がある。林神父の経地風水への傾斜は、無論、このような歴史的

文化的背景の上にあるものではあるが、それにしてもクリスチャンは祭祀

（伝統的な儒教式の祖先崇拝儀礼）にも参加しない人も珍し くないほど、宗

教的厳格性のある韓国で、林神父のような活動が教会組織内でどのような目

で見られているのか、気になるところではある。

ともかく 、林神父は「経験的に」風水は信ずべきものと主張し、火葬を激

しく非難する。火葬は、このうえもない祖先に対する暴挙であり、インドは

それゆえに貧しく 、日本はそれゆえに原爆の災禍を招いたのであるともいう。

原爆云々のくだりは 「世界で唯一の被爆国」（唯一の民族ではない）の民な

らずとも、些か首肯しがたいものがあるが、林神父はそうじ張してやまない

のである。

（四）建築家 朴時拠氏の明堂実験

今まで見てきた現代韓国の風水の例は、 「不合理ゆえに我信ず」といった

感が強く 、どうも批判精神に乏しいのではないかと思われたかもしれない。

実のところ、風水は韓国でも屡々多方面からの批判を浴びている。風水批判

は、古くは高麗や李朝初期の造都問題をめぐる議論の中でもあったし、李朝

中期以降には士大夫たちの経地獲得のための度を越えた山林の占有によ って

耕作地が侵害されたり、山訴とよばれる墓地に関する訴訟が頻発するに至っ

たため、実学者たちの風水批判が起きてもいる （の）。 翻って現代でも似た状

況が発生しており、墓地の国土に占める割合は 1％にも及ひ、毎年汝矢島の

1. 5倍にあたる土地が経地に変わっているという (21)。これに対し、政府は火

葬を奨励したり、基当面積100坪以上の石築物で過度に装飾した経を 「栄華

経」として問題視したりしているが、実効性には乏しいようだ。

さて、ここで紹介する朴時焚氏は風水への建築学的批判から出発して、遂



-12 -

には風水の虜になってしまった例である。

朴時閲氏の風水との出会いは、建築上として設計事務所に勤務していた時

に始まる。没陽大の建築工学科を卒業後、設計事務所に就朦、住宅の建設な

どを手掛けていた。あるIIのこと、くどいほど事細かな設計変更を求める施

l:．か、実は風水を百信していることを知って反発。風水説を論破せんかため

に猛然と風水の勉強を始めた。 r周易』なと、東洋哲学と風水説との関わり
からはしまり、風水師に随行して行った、 こ年間にわたる現地調査に基づい

た風水即論の分析、および現代建築理論への適用方法の研究にと進み、遂に

はその成果を「風水地理説発生背以に関する分析研究 建築への合理的適用

のために」と題する博上論文 (1987年 高脱大学大学院）にまとめるに至っ

たのてある。

風水否定のために研究を始めた朴時閃氏てはあったか、次第に風水を肯定

的に見るようになり、今度は逆に「科学的に」風水説を証明せんと、殺人事

件なと新聞マスコミに紹介された凶悪巾件の現場や関連する場所を自ら訪れ、

叫牛発牛の風水的要因の分析に努めるようになった。建築七らしく 、家の構

造や敷地の）j向など、これこれか風水 lヽ．から見て凶のために事件か起きたと

するもので、端から見ればどう考えても結果論のこじつけに過ぎないように

息えるのてはあるか、本人はギ．って大貞而！］て、 1i件当巾者の居宅にあかっ
て馬鹿l「.II‘iにも 「風水を検分に米た」と告けては蹴りだされたりしている。

かくの如き風水修行を続けるなか、朴時沢氏は明常実験なるものを思いつ

いた。1979年、帥と仰ぐ風水帥か明堂の地であると太妓判をおした、多く の

|:．陵や雄のあることで知られるJ;{畿逍金谷曲の某山地・：T-坪を購人。腔宅と
阻tはJ山本的には同したとし、名穴（明堂の巾心地）に住めは必すや何らか
の艮き父化が起きるだろ うと1Olt、h、バくら生活を開始したのである。先に陰
‘む風水について述へた際、l用作されたtll先の1i}を通して11月堂に流れ来た気の

ト1,I を（孫か ';J受てきるとする「 In]気l必応」という •与えJ」かあるといったか、

朴ll!ft¥⑭氏のこの1リl常実験は、 ri「lうなれは、「1分の4ける・けをIJJj空内において

伽の＇；i.受を求める「II'i接的l11J知必応」をillったとムえようか。

1ヽ,1時、朴II、}洲氏は、 36オ。戦場ての{I 1Hをおえると、 1.：)宅で装備を揃える

や •印枚に 「 明常」に駆け）け、 一夜を過ごしては翌朝また戦場に向かうと

いう 1:1々か紬いた。途中、 I・くくらに骰いCいた況具やウ シオか盗難にあうと

い')fこ災難にも見洪1われたか、神けることなく＇火験は続けられた。ある l;lの

朝、「おりりはりむ令に包llllされ"cいる。手を祁け―C/11-c＊い」と恕叫るスピー

(12) 
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カーの声に目覚めるや、直ちに菩察に辿行されてしまった。北朝鮮からは人

したスハイと間違われたのである。 (uJかと誤解は解けたものの、明常火険は

この一件で頓挫してしまい、その後、この 「明堂」の地は或る政治家に位所

として泉られることにな った。「明堂」のお蔭か、その政治家は1且巾なる政

変にも失脚することなく 、政治活動を続けているとのこと。糸hl,,｝、風水地岬

の「！柁実性」を実証しようとする試みは成功せす、発4．背以の砂し明にのみに

停ま ってしまったことを朴時奨氏は残念かっているという 、”’̂

この明堂実験の顛末は、朴時照氏の個人的侑闘というイメー ジのせいか、

残念なからスラ ソフ スチ ソクな印象しかげえないようてあるか、規模か人き

くなるにつれ、市は俄かに貞実味を増してくる。次節ては、そのような例を

見てみよう。

(Ji) ~又 f村 ・ 国立経地 その他の風水建築物

・双(-村

仝羅道脱川郡の某村は75軒中35軒に38組の双fが生まれたという、 1仕界て

も稀に見る以f多廂の村として知られている。その秘密を解明せんと、カト
リック大の研究チームか凋杏を行った。ます初めに、飲み水か関係している

のではないかと考えられたか、Iu]一の井戸を使用する付近の村には、以（村

のような現象は全くないため、飲料水原因説は退けられた 次に、辿｛ムのよ

うな先犬性の要因があるのではないかと推定、近隣の村落に仕む血縁者の追

跡凋査を行ったところ、一組の双fも見いだすことかできす、これも否定さ
れた。そこで登場したのか、かの風水説である。

そもそも、この村に双チか生まれ始めたのは百二 1・年ほど前からだそうて、

以米、「生まれたといえはメ又 f」と言われるほど、メ又 fの出産が相次いだ。

ところで、村には一つの伝品かあった。それは、村の束）jに兄える双胎山

（または双峰山）のもたらす粘氣のため、この村に多くのメメ(-か牛まれるよ

うになったというものてある。そこて、狂呂詐教授（当時 仝北人地理学科）

は風水の形局論から説明てきるはすたと、現地調査を開始した。その糸古果、

この村は風水地理の定穴法（名穴の位閥を決める方法）によって村の{1i111か

定められており、75軒の家の方向を坐向論（方位に関する術法）によって分

析してみると、その内の35軒すなわち双fを出産した家庭は仝て台所の坐向
か一定であり、洗濯場所やゴミ 箱の位岡など、 じ婦たちか家'liのために働く

場所の｝j位が一致 していることが判明 したという。つまり、Injーの方向から
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Ilil-•の「気」を受けたために同一の結果が ＇らたらされたというのである口， 0

ともあれ、この杖子村は風水の力を実証する格好の例としての地位を占

るようになり、昨今の韓国における風水プームに乗って、 TV

I゚．げられ (90年11月26[1KB S)、新たな話題を呼んでいる。

• 国 ‘.f.J,U地

視代韓国における防宅風水立地の最も(ti雑的な例である。
1,犠家的『li梨として国v．経地の送定が行われ、牛耳
餃h1i地が洛げられるなか、その年 (1!353年）の i・J]-Uに
ある池l',fitiiしによってi灼l..I肯iドに接する丘陵地椙の

の詳細な風水判断はここでは路するが，れ1、嬰するにその

ヽくつかの

岳lhを1・：山（明常の中心地である穴の1r後に笠えるllJ、
る{L徊l澤形（これとは別に、 将軍人•4を形とする形I;，｝判断もある）だという。

t た、国，＂i[地に杵られる竹••名な人物たちの応祈はそれ

つ。例えば、初代大統領・ドポ晩 (1875,-.)965)のK[は盆＇几飲水形、 74年8月

の(ElI 韓国人 i'細文tl！光による和1•-．煕］11釈1i件で亡く→＇●

/1・小のIIRる船は孔雀栴卵形というように。これらの他、＾

l泣 l吠将のiktなど、多くの8洞9所が池l.＼龍氏の手によって定
• その他の風水建築物

刈也のような死K•の住まう陀宅ではなく、生きた

的例を見てみよう

lる。

とも 、 ：の泊州の地は風水的には「行舟形」と
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館は、風水でいう金鶏展翅形を生かした建築物として知られるか、i,『州l|iの

市庁舎もこれと発想を同じくするものである。 ところで、現代の風水建築物

として最も有名なものは、華低とユダヤ資本の経営する香港 l：洵ビルであろ

う。イギリスの建築家NormanFosterの設計による地 1-.4 7階地ド4階の超

近代的なこのビルは、その壁面や内部に様々な風水呪術的な装間を備えた一

種の 「風水要塞」で、その設計には香港の風水師占柏齢の意見か反映されて

おり、付近に立つ中国銀行と風水戦争を展開中であるという 3)。消州l|iの

市庁舎が、香港上海銀行のように、風水呪術的な装問を備えているのか、或

るいは単なるファ ッシ ョンにすぎないのかは定かでない。一度、直接n方れ、

立地決定や設計施工の経緯などを確認したいと思っている。

その他、 風水建築物として有名なものに、全斗喚前人統領の肝煎りて造ら

れた独立記念館がある。この記念館が位岡する忠清南追天原郡木川I紺黒城Il I 

の一帯は、古 くから「五龍争珠之地」とし て知られる明堂であ った。 即ち、

高脱の太祖王建がその13年 (930)8月に、天下統治の願いをこめて設岡した

天安都瞥府はまさにこの地にあ ったのである m 。黒城山を t山とし、案山
は頭を垂れ、並川と木川の両河川は左右から抱くがごとく流れ米て合流する、

紛うことなき明堂の地に立つこの独立記念館の特徴は、その建物配岡にある。

図2に見えるように、全体的には黒城山に頭を向けた一匹の氾と魚のエイと

いう ごつの動物の姿を模してあり、 じ山につき出た蕗積蜂（亀の先端部分）

には「追磁の塔」、亀の胸の辺りには独立記念館の中心ともいえる 「同胞の

家」やヒつの展示館 ・円形劇場など、そして菱形をしたエイの部分には駐車

場か建てられている。（圏2)
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飯近では、ソウルオリンビックの選手村がやはりl孤水のJlti,龍 ・布白虎を

忍識した建必物として知られる。選手村はオリンビックの後、 一般向けのつ

ノノョンとして］いりIllされたそうたか、そのネームヴァリュウのみならす、

風水 1．の占地としても人気を呼んだことてあろう。

(IG) 
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以上、・ 見てきたのは村落や墓地 ・建物における風水であったが、今度はそ

れが更に大規模になった例、すなわち現代都市計画における風水を見てみよ

う。

三．新しい風水

・「鶏龍市」風水都市計画

郡部移転によって急増した人口を受容するために、都市計画に着手してい

た忠清南道は、1990年八月に都市計画案を確定したのであるが、その案には

風水地理思想が大胆に取り入れられており、一躍話題を集めた。朝鮮日報の

報じるところによれば (1990.8.5)、問題の新都市とは、忠清南道論山郡の

新都安一帯に予定されている鶏龍市 （仮称）である。その計画によれば、新

都市全体を一羽の金鶏が鶏龍山の主山である天皇山に向かって飛ぶ金鶏飛翔

形とみなし、金鶏の胴や尾にあたる所には既存の住居地や高速道路を、心臓

の部位は毀損を避けるために公園などの緑地にし、首や胸は産業用地に、目

には文化施設を、そして金鶏のとさかの部分は行政中心地にと、それぞれ決

定したというのである。（図3)
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ョ三g召（旱月Ia)
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計画決定においては、風水師や風水に一家言をもつ住民の意見か反映され

た。開発担当官の韓基善氏 (35)によれば、「一次基本計画を立てたのち、

昨年4月から風水家と地域住民の意見を聞いたか、不思議なことに当初の構

想と殆ど一致し、風水説を取り入れるのに何の困難も無かった。むしろ、時

には風水説の助けを借りて最終決定を下したこもとあった」そうてある。

火は、この風水的新都市計画はこれか初めてではなく 、以前に発表された

大Ifl市の行政首都建設計画のなかにも類似の計画があった（場所的にも重な

る）。その計画心では、「韓国的都市の索地として、本計画ては、風水地理説

に由米する我か国特付の都邑立地伝統を、都市の基本構造へ受容する。……

いわゆる風水地理説は、迷信に近い固栖なものではなく、現代において脚光

を浴びている屈境適応概念に相応するものてある」と高らかに宣言、風水を

lF.l(i切って11定している。1)。また、 「人間は建物を建てるとき、一般的生活
の必要に応じて建てるか、この建物は地ヒに新たな一個の‘陽＇を形成するの

てある。新たな建物による陰陽の変化により、建物外部の自然の中に新しい

巡動か起きる」とも言っている。「静」としての地理に「動」としての龍脈

を絡めることによって牛命エネルギーの活性化を求めるというのは、風水地

狸品の)J;本的なコンセフトではあるか、建造物による陰陽の変化という考え

)jは、辿く高脱時代にもその例を見ることかできる。即ち

謹んで按ずるに、道読密叫（風水地理の秘l}）に日く、稀山なれば高楼

をなし、多II Iなれは‘rlせをなすと。山多きは阻、山稀れなるは陰、品楼は陽、

‘l／料は陰たり。我か国は山多し。i'fし凶屋を作れは必ず哀捐を招く 。故に太

祖以米、唯た1州内その展を凶くせざるのみならす、民家に千．るまて悉く皆こ

れを禁すと (m• o

n¥`lわゆる翡屋の禁として知られるものてあるか、その伝統が現代にも生き続
けていることか伺われる。

この行政竹部，1仙iても、先ほどの新部安と同様、 l:山の}j向に行政lX:を
南部にはH：叉地域、そして案lhには文化姐交施＆かそれそれ配閥されていた
らしい。 k|llの行政竹砒I11hjは粘り、 'Ilちii1えになってしまったか、新部女

のはうは9 1 年度より 1 5)」の (l•Lしを受容するへく、仕設に ft手されるという。

処没後の「鶏池市」て、またいかなる風水品かり成されていくのか、典味t~

いところてある。

• I‘l鯨の帰る迷組II迷

呉他喚教授（劉II人・学）は、沿部令山の地坊を陸地からてはなくn,jから見

(18) 
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れば、風水地理上、九徳嶺の高遠見山は主山、牛岩半島は左青龍、松島半島

は右白虎であり、釜山港の入口に位置する影島は、いわゆる歓併をもたらす

案山として、その断面が恰も鯨の姿に似る。それ故、釜山は白鯨帰浦形の、

海洋時代最高の明堂であると前提し、21世紀の太平洋時代を迎え、釜山の都

市空間にこのような象徴性を付与することが必要であると主張した (33)o 

風水の形局名に突然、鯨が出てくるのは、少し奇異に映る。確かに、日常

語のなかには大酒飲みのことを「酒鯨」 （含ユ卦）と呼んだり、立派な邸宅

を 「鯨の背のような瓦葺きの家」（ユ卦号せ毛フl斗甘） というような表現
があるし、70年代には「鯨取り」 （ユ叫斗t..-J=)という、実力派歌手の孫張

植が歌ってヒットし、今では青春歌謡の定番となっている歌もあり、木浦や

釜山のような沿海地方では鯨肉を食べもする所から、鯨に対する文化的親近

感はあろう。しかし、この「白鯨帰浦」の形局というのは朝鮮の伝統的な風

水解釈にはない形局判断であると思われる。

風水地理理想は古代中国に発し、「葬経」や「青鳥経」「人子須知」「雪心

賦」といった古典的風水経典をテクストに形局判断をくだすため、その形局

名には「金鶏抱卵形」とか「仙人舞袖形」「臥牛形」というように、共通な

ものが多いが、やはり、地域的特性といったものがあるようである。例えば、

香港新界区の漢族の族譜には、代々の祖先の墓の風水判断が記されており、

そこには「獅子浪毬」と命名されているものが見えるし ゅ）、台湾の新竹県

には「猪肝吊胆形」や「蝙複形」という名の形局名が見えるが (35)、それら

はいずれも朝鮮における風水判断では用いられないものである (36)。風水の

形局名も地域やあるいは時代の影態を免れ難いものなのかも知れない。

ところで、釜山港を「白鯨帰浦形」とした呉教授の言菓のなかにあった

「21世紀の太平洋時代云々」という文言には、単なる民族文化的特性とは異

なる、政治経済的な志向があることを見落としてならないだろう。「筆者の

見解でも、このような生活空間に対する形而上学的意味賦与は、その地域の

居住者たちに実存空間意識を函養せしめ、究極的には郷上愛を発揮するよう

に働きかける」 (:fl)と李夢日氏は言うが、では、その「生活空間」が朝鮮半島

全体に拡大された場合を見てみよう。

• 世界の明堂韓半島

周知のように、李朝末期から近代にかけ、風水思想は様々な新興宗教に吸

収されていった。それらの新興宗教はいずれも各々の団体の総本部のあると

ころを世界の中心と見倣す傾向があるが、それらの代表的なものの一つであ
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る甑lI I教の場合、それは母岳山（全羅北必金堤郡所在、 ノウル近郊の母岳山

ではない）てあった。韓国新典宗教の特性の一つにその「択地思想」が挙げ

られる、＇木llt的な世に出現する救世主を迎え、新たな王国が建設される ・
「約束の地 かあるとするものて、それには風水思想の影響か大きいことは

ムうまてもない。

このような韓国の新典宗教における、総本山を世界の中心と見倣す考え方

と風水患想の総合の結果、韓半品（朝鮮半品のこと 韓国ではこの呼称を用

いている）全体を世界の明党とする「世界の明堂 韓半品」説が生まれるの

至極当然のことかも知れない。図4は現代韓国の甑山教信徒金漢国氏か描

いたものであるか、朝訂半品を中心（明堂）にし、日本を内百恥、中国およ

びインドネシア—‘1 4,．しを内白虎、 南北アメリカ人陸を外肖龍、 河アノアおよび

アフリカ人陸を外f=I虎、そしてオーストラリアを案山に比足するという、北

人きわまりないものてある。（似l4) 
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て開面す。中国に供揖するの状あり。 故に昔より中国に忠順たり。 且つ千里

の水、百里の野なし。故に巨人を正せず……

と、至って事大主義的で控えめなのを見れば、その間の民族意識の激変ふり

が分かろうというものだ。このような拡大志向が生まれる地盤には、韓国の

多くの新興宗教が共通に持つ後天開閥思想があると思われる。後火開圃思想

とは何か？ 端的に言うならば、一種のメシア思想で、新しい教えによ って

開闘した後天の世には、全ての人間が聖なる存在となる地上天国が到来する

というものである。 19世紀の半ば頃、産済愚によ って農民の問に急速に広め

られた東学がその代表的なものであるが、この後天開闊思想も、李モ朝の終

末と鄭氏による新王朝の勃興を予言した風水的図識の書 『鄭鑑録』が多人な

影轡を与えていると言われる。大統領選を目前に控えた韓国で、国民党の鄭

周永氏をこの『鄭鑑録』とかけて取り沙汰するのをみても、その影評の根強

さが知れよう。

以上のような主張が生まれる背景には、日本をはじめとする帝国t義列強
の侵略や植民地からの解放も束の間、朝鮮戦争のあとの南北分断というよう

な社会状況があったことは言う までもない。聞くところによれば、近頃、マ

スコミを賑わしている統一教会には、やがて韓国が世界の中心とな り、韓国

語が世界の公用語になるという主張があるそうだが、朝鮮の新輿宗教の伝統

から言えば、極く正統的な主張なのかもしれない。

釜山白鯨帰浦説といい、世界の明堂 韓半島説といい、強烈な民族意識に

彩られていることは容易に見てとれよう。そして、それは次のような風水説

をも生むのである。

・統一朝鮮の新首都案

或る意味で、韓国人にとって風水地理理想とはどれ程の重みを持つのかを、

最もよ く示す人物が程昌詐教授(44)である。程教授といえば、 1984年に出版

された 「韓国の風水思想』で、地理学的な方法によ って朝鮮の風水研究に新

たな時代を招来し、90年にも現代韓国の風水を具体的に検討した甚 『良い地

とは何処を云うのか』を出したことでも知られる、気鋭の地理学者であった。

「あった」と過去形で云うのは、今年はじめ、この産教授が 「最近、研究能

力に限界を感じるようになり、地理調査を通じて、大地の気と脈を探る力を

補充するために」、ソウル大学に辞表を提出してしまったからである （道）。 こ

ういう研究態度を、ひょっとして「ポスト モダン」と呼ぶのかどうかは知ら

ないが、私などには目から鱗が落ちるほど衝撃的で、朝鮮における風水思想
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の及透ぶりを改めて教えられた思いかした次第てある。

それはともかく、この崖教授か南北朝鮮か統一した場合、新たな首都1こ，ょ

との地か良いのかを風水地理的に検討した結果を発表している。「風水思想

から見た統一韓半島の首都立地選定」 (1989.6.30．国土研究11)かそれてあ

る。そこては平壌 ・開城 ・ソウルあるいは公州なと、占来より都の地と目さ

れてきた r＿地を再検討し、結論として、開城の地を統ー朝鮮の最適地とした。
ところか、先ほと引用 した柑教授の辞任を伝える新聞記事では、「最近、

ー後の首都は京畿道破州郡父河面か適しているという論文を発表、庄目を

めている」というー汐文かあった 波州郡も開城ももともと京畿迅，こ屈するの

で、地域的にはさしたる迩いはない。おそら＼ 、89年の論文て開城が歴代の

都の中ては最も新首都にふさわしいとした後、更に細かな風水的吟味を加え

て出所を特定したものであろうと思われる。

err首都選定の1.!lil水的根拠もさることながら、崖教授という人杓自体に関心

がり1かれてならない。機会を見つけ次第、会って話を伺いたいものだと叫つ

ている

四、おわりに

以 l.、K々と見てきたように、現代韓国における風水地理思想は古い伝

にj,しJくものではあるか、次々に新たなJ剥開相を生みthしていることも明ら
かになったことと思う。悧釘と云えば僻教というイメージがあるか、山岳信

仰や風J卜品、それにシャーマニズムといった民放の血肉と化した払hす文(Lの

I：に仏教や（；は教が受容されたのであって、決ししその逆なのではない。 m・
に、その一例を2ド`げておこう。

91り、 Iウルの成均館人'iにはイ‘rr事が続発した。敦授暴行事件（学r勺ー
の教帥と学生の蛉かH(ll•) や人‘;！11」 1~1の退帥、 金1お1都礼事件（デモ中i.:..L

くなっ，t,女学生の葬儀を学l勺c:.f Jおうとした記K側と死体は不浄・しあ，）、
仙教の搬城（もある学：内には人れないとする 人‘}• と 1.J対 9.,.。結I•1)、 1

け、巡llll"lかり人らことで決，9'ー，しt・）、それにしよ fヽlltll件（唸↓j

和l．．に人か'•させ 、 Fllili らが逮捕された）などかそれCある。あまり

こ k 、人学識l .1のあいたに、これはさ っと 人学裏手のIik龍間に f~ ビ

を建築l”il卜のi・めにrtrってしまったからく、iiuの怒りを鉗めらに

(lgu、いの然儀） 1・ しなければならないとい）．意見力・’｀とにJ’'ヽ

学の1り念とする成1•'j創i 人しそのような迷紺的な行為をこさない Ld1, っていた

人学側を、と うとう 押 し UJ ってしま—し）たとい•°
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この一件などは、民俗信仰の根強さを示す好例と云えよう。

大地を流れる気脈の如く 、朝針の風水は歴史の山脈を且いてとどまること

なく流れ続けている。その生命）jは今日、些かの衰えも見せてはいないので

ある。

注

(l)「舶経J気感篇 なお、テキストは「地理大令』（台砲 武陵出版ti)
のものを参照した。

(2)図は、中野芙代（著 噌Uの住むランドスケープJ(1991 福武 I1!-1古）

P.161のもの。この図は村山智顧の「朝鮮の風水」 (1931 朝鮮総督lf寸）

P.17の明堂図をもとにしたものてあるか、こちらの）jが見やすいので

引川することにした。

(3)関心のある向きには、 『朝鮮の風水』P.13.........20に26項目にわたる風水

用語の簡便な解説かあるのて、参照されたい。

(4)朝鮮の上大大の住居における風水思想の関わりについては、西坦女比

占「背山臨水してすまうこと—-1免仰亭宋純をめくって」（日本建築

学会研究論文報告集第409り 1990. 3)を参照。

(5)例えば、798年のことを叫す新羅初月（炭州）崇伽寺碑文（『朝鮮令石

総覧』上P.120所収）は、朝鮮における風水説の流布を明確にぷすも

のてあるし、『三国辿＇ド 」の脱解王（在位57~79)の宅地争いの説話

なども風水説を反映したものであろう。

(6)『韓国民俗総合渦杏報告［り』培地風水篇 (1989 文化公報部 ）参照

(7)金瑛彬『韓国地名の神秘』 P.117(1989 知識産業社）ただし、これ

らは風水からの判断ではない。

(8)『朝鮮の風水』 P.702

(9)以上、四つの風水説は 『水脈と風水』（P.160.........164)と 『韓国の明堂』

(P.172)に見える。

(10)これは「長崎の魚石」として日本にも伝わる話。原話は肝代以降、中

国に流布する胡人採宝点である。拙稿「胡人採荏派の朝鮮的展開」

（朝鮮学報 121輯）参照。

(11)これらの他、Il9衣文芸における風水説話については、姜中卓『韓国文

学と風水説』 P.127.........137 (1988 白文社）を参照。

(12)これらの政治家に関する風水説は『韓国のBJJ堂』 P.186-191およひ

P.121に見える。
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(13)これらの他にも口帝時代の断脈行為に関する例は多い。それ＇こついて

は「韓国風水思想研究」 P.193-197を参昭。

(14)そ浦國雄「台府に根強い風水術」 (1992.3. 9 中国新聞）てもこれ

について言及されている。

(15)「韓国の明堂」 P.289

(16)「アフラカタブラ奇術の世界J前川道介 P.229 (1991 白水社）

(17)「水脈と風水」 P.93

(18)「nlHii P.39 
(19)「中［国の風水思也」デ ・ホロート P.122 （牧尾良海ボ 1986 第一

占房）

(20) ltil]灘「朝鮮後期実学者たちの風水思想」（「韓国文化」 11 1991. 12) 

肉悧 また「朝糾の祭祀相続法」（昭和14年 朝鮮総愕府）の第二

t:r炭第三項秘地制限 にも李朝時代の風水批判についての詳し
い紹介がある。

(21)「新 ・韓国の風水」 P26 

(22) r怖国の明常JP.92-99 

(23) li1JHii P.2'15-219 

(24)「韓困地.Pl！総覧」池昌nu p.265~268 (l977 明文や）
(25) r束因輿地勝覧」 @~I-Ji. ii'i州古粉胴団の

(26)『択甲誌J1.l.l,1}の
(27),I"iulMの風1}¥ P.287 

(28) l11JiiijP.768 

(29) n1i山椛゚ ・ 「呑池 I:紺銀行風・い見分 ハイテク VS且＼木

風／卜研究者会議 (1990.10. 2沖縄名護II)による。

(30)「凶訊l史節炭」 ；む一
(3 1) r|IIi| FlのIIJ)':;uP.272,-27,¥ 

(~2) 「祁OO史」咎-- 八 忠烈玉三年七J:li村III

(33) | 1川際新11il 1989. 1 1. 24. （r韓国風，}._IJ.t想研究JP.2li1 

(：M）柿l|1,□＼久 「h焚研に見る凪＇1'1関連{lHu
i) ｝ | iii 

lJから」 1
F
 ltil令INI,hlI卜研究;/,・会議 (199l.12.8 

(35) r)1，llk（ぶIりJ¥Yl fI¥j ＝ド集 l).97 (fr 

(3G)，；りl糾におけるIil水の形l1-J名に一）いては「3し炊り’bl
l‘. 1 10-456 1990 影に、文化~I) i:あるIT・I18Hl.i ti1 

如i都や＼‘}）による
J I」]r•r 
r凪ト地理
加）

J
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つ。

(37)『韓国風水思想史研究JP.215 

(38)『韓国新興宗教』柳妍徳 P.101 (1992 円光人出版部）

(39)朝鮮日報 92. 2. 22. 

(40)朝鮮日報 91. 9. 6. 


